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医療用匡薬晶の流通改善について く緊急捷音I

-公的保嘩制鹿下における取引の借頼性を碓保する境点から-

医療用医薬品の流通改善に関する懇談会

1-. -医療用医薬品は二-国民の医療を支える基盤を成すものであることから-.公的保険

制度下で診療報酬の償還価格としての公定価格く薬価Jが定められている反面. -

般消費財同様に市場における自由な競争の下に取引される商晶であるという特殊性
を有している.このため.過去には薬価算走方式の在り方とも関連してl薬価差を
前提とした取引が行われ.不適切な景晶やサ-ビスの提供.値引補債など不公正と
される取引が行われるとともに.過大な薬価差の存在.複雑な価格形成.未妥結.
候納入.総価山買いなど公的保険制度下での不適切な取引憤行が指摘されていた.

2.公的保険制度下における医療用医薬晶の涜通改善を園る税点から.厚生省く当時l
においては.昭和5 8年3月にr医療用医薬晶涜通近代化協議会Jく以下r流近協J
というolを投置して流通近代化の推進方集を検討してきたo
昭和6 2年には.取引当事者間におけるモデル契約書の策定等を行いその昔及を

囲るとともに.平成2年には.自由な競争の確保.過大な薬価差の是正.透明性.
公平性の確保l涜通改善に資する薬価基準制度の見直しなどを内容とする r医療用

医薬晶の涜通の近代化と薬価についてJをとりまとめ.行政や取引当事者の取租を
要請しているo

また.ほぽ時を同じくして公正取引委員会が.平成3年1月に r涜通.取引慣行

に関する狸占禁止法上の指針一く案IJを公表しているo
こうした行政側の取組を背景に.メ-力-が値引補償を廃止するという新たな流

通改葺を打ち出したことにより.不適切な取引慣行の是正に向けた取組も大きく前
進することが期待された.

3,以後.各取引当事者による涜通改善ヘの取租が進められたことによLJ.値引補償
の廃止l薬価差の縮小.モデル契約の推進など-定の成果がみられたところである
が.未妥結,仮納入や総価山買い.過度なリベ-トなどがなお未解決の間題として
残っていたことふら-平成7年2月に洗近協メツセ-ジを発信し.継続した洗通改
善の取組を求めてきたo

チ.平皮1 6年6月に涜近協の取組を引き継ぐ形で.厚生労働省においてはl医政局
長の私的懇談会としてr医療用医薬晶の流通改善に関する懇談会Jく以下r流改懇J
という.Jを設置して.その後の医薬分業の進展.卸売業の再編. I T化の進展等を
踏まえた流通慣行の現状分析と涜通改善方策の検討を開始し今日に至っているo


